F.土生町（道の池・土生神社・泉光寺）（H24年2月）
　　見取り図
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　（1）概要
最初に道の池（どうのいけ）に行きました。下流側の堤防は古道の熊野街道だったそうで「道しるべ地蔵」が祀られています。池はかって魚の養殖をしていた面影はありますが、今は用水以外に利用されているようには見受けられません。

次に土生神社に行きました。ここは菅原道真公を主祭神とする歴史のある神社です。詳しくはホームページに載っていますので省きますが、市の天然記念物となっている社叢が凄いです。皆さんと暫く観察しました。良く整備され樹木も大きいです。その中に他の種と抱き合って大きく成長している樹木があったり、一番大きなクスノキは神木として祀られていました。
次に岸和田城主岡部氏の菩提寺、臨済宗寺院「泉光寺」に行きました。岡部氏累代の墓が初代から十三代までコ字型に整然と並んでいました。ただ見落としかも知れませんが、十二代の墓が見当たりませんでしたので気になっています。







　（1）観察コメント

　　○初めに熊野古道ゆかりの「道（どう）の池」周辺を散策しながら、昔の人が通った道を歩く。道標に地蔵さんがそっと寄り添って迎えてくれました。池で鮒か鯉を養殖していた桟橋が残っていますが、恐らく今は放置されているのでは。

そして土手にくっ付いて住宅が立ち並んでいる景色を眺めて時代の移り変わりを感じる。
次の土生神社の境内には、アラカシの大木に他の大樹が絡み付いて高く伸びており、仲のよい夫婦オブジェに見える。境内は大木で覆われ地面に陽が射ささないため、樹木数は少ない。こちらの神主さんは、ボランティア活動に熱心で、時々市民会合でお会いしますが、地域の方々に非常に親しまれています。
　　次は山手の岡部家の累墓がある泉光寺に向かう。境内に1640年の初代から1868年（明治元年）１３代までのお墓が毅然と並んで居られました。春は桜の花が咲き乱れ素晴らしき雰囲気を醸しています。

　　○道の池にはカイツブリとツグミがいました。堤への登り口には、きれいな前掛けをした道しるべ地蔵が祀られていました。お地蔵さんの側面の文字は読めませんでしたが、インターネットの「癒やしの日帰り旅」さんのページには「すぐ　かつらぎ　牛たき　大坂　左　きしはた　かいつか」と刻まれていると書いてありました。

　　　土生神社は住宅街の中にあり、周りに高木の生えている場所はこの社寺林しかなくヒヨドリ、キジバトが目撃され、梢の鳥の声も賑やかでした。

　　　　泉光寺は山麓に近いので境内は里に下りつつある個体か、メジロやシジュウカラも観られました。

　　　○昔の熊野参詣道に沿った道ノ池を見て土生神社へ。創建９００年を超える古刹で鳥居や灯篭も江戸時代からのものが多く歴史を感じさせるたたずまい。周辺の森も大木がかなり残っていて鎮守の森の面影をしのばせる。東岸和田に近い住宅地の中にこれだけの自然が残っているのは貴重な事だ。
　　　　　岸和田城主　岡部氏の菩提寺、泉光寺は臨済宗の立派なお寺で桜の名所にもなっている。岡部氏の墓所は関ヶ原後の初代から明治初年の１３代まで順序良く立ち並んでいて壮観である
　　○最初に行った道の池は周囲の全てが住宅地です。堤は雑草が刈られ、綺麗に管理されています。この池の堤は熊野街道の一部であったらしく、昔の人々がお参りに行かれる姿を想像しながら歩くことができました。また、池には街中にも関わらず水鳥の姿も見られ、まるで市街地のオアシスのようでした。

　　　　道の池と同じ町内にある土生神社にはクスノキやクロガネモチ、ミミズバイなどの常緑樹が大きく育っています。林内は管理が行き届き下草などが綺麗に刈られて歩きやすくなっています。その中でもイヌマキやカクレミノ、ミミズバイなどの幼樹が育っており、自然のたくましさを観察することができました。

　　　　泉光寺には、歴代岸和田城主の墓石の周囲にまとまった緑が残されています。そのアラカシを中心とした緑の中には、植物の緑よりも鮮やかな緑をしたメジロを見ることが出来ました。また、ヒヨドリの鳴き声も多く聞くことができました。

　（2）確認した植物、野鳥

　　　○植物　アラカシ、クスノキ、クロガネモチ、ミミズバイ、イヌマキ、カクレミノ

　　　○野鳥　カイツブリ、ツグミ、ヒヨドリ、キジバト、メジロ、シジュウカラ

　

（3）問題点（4）提案

　　○泉光寺では、城主ごとの業績や街の変遷などを説明した案内板が欲しい。小中学生や市民の啓発にもなるし、観光資源としても大いに役立つと思います。
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旧熊野古道の道しるべ地蔵
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旧熊野古道　　道の池下流側堤防
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三代藩主長泰公と「だんじり」についての説明





　　　　　土生神社　社寺林　　きれいに管理されています
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岸和田藩主　岡部家累代の墓
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